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市区町村名 神奈川県 平塚市
ひらつかし

 

担当部署 道路管理課 

電話番号 0463-23-1111 

 

１ 取組事例名 

みちの状況をれぽーと！平塚市道路通報システム『みちれぽ』 

 

２ 取組期間 

平成３０年度～（継続中） 

 

３ 取組概要 

誰でもスマートフォンから手軽に道路損傷箇所等を通報できる平塚市道路通報システム『みちれ

ぽ』を、学校法人東海大学（以下「東海大学」という。）と連携し、設計・開発した。 

『みちれぽ』は Twitter を用いたシステムであり、通報が自動的に「＃みちれぽ」「＃平塚市道路

通報システム」のハッシュタグ付きで通報者の Twitter に反映されるため、多くの人と通報内容を共

有することができる。 

寄せられた通報は、職員が職場の端末で随時確認し、迅速で的確な初期対応を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

み
ち
れ
ぽ

通
報
箇
所
の
特
定
・
危
険
度
の
判
断

（
資
機
材
の
準
備
が
事
前
に
可
能
）

現
場
確
認
・
作
業
開
始

対
応
完
了

 

４ 背景・目的 

平塚市では、年間約２，５００件の道路補修要望等を受けており、その通報手段は電話や窓口、ウェ

ブサイトを経由したメール等によるものである。受付時は現場の状況が詳細に把握できないため、原則

現場を確認してから、対応方法を決めている。また、電話の場合などは、現場で通報箇所を確認するの

に時間を要することがある。 

 そこで、初期対応の迅速化、効率化に向けて、通報時点で通報箇所の破損状況や正確な位置情報が

把握でき、スマートフォンを利用することで手軽な通報が期待できる『みちれぽ』を設計・開発し、

平成３１年３月１日から運用を開始した。運用開始から現在までで、１００件の通報実績がある。（令

和２年８月４日現在） 

 

 

電話・窓口・ウェブサイトを経由したメール等の場合（受付から危険度の判断までおおよそ６０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みちれぽの場合（受付から危険度の判断までおおよそ１分） 
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５ 取組の具体的内容 

１ 閲覧する場合 

（１）トップページ        （２）近くの通報をみる 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）『みちれぽ』公式 Twitter カウント上でも対応状況が確認可能 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各色別されたポイン

トをタップすると通

報内容が確認できる。 

『済』とあるポイン

トは、通報に対して

市の対応が完了して

いるもの。 

平塚市の対応が完了

次第、『みちれぽ』公

式Twitterアカウント

(@michirepo）で随時

報告。 
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２ 通報する場合 

（１）通報する 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）写真を追加して通報する      （３）通報者の Twitter 上にも自動でツイート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通報内容は、『道路の陥没・穴埋め』『側溝の破損』

『道路照明灯の故障』『道路上の落下物』『その他

（具体的な内容を記入）』から選択し、現場の状況

を詳細に入力することができる。 
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６ 特徴（独自性・新規性・工夫した点） 

 他自治体でもスマートフォンを利用した道路通報システムが徐々に導入されているが、民間事業

者の開発したアプリや専用サイトを採用しているものが多く、大学と連携し、且つ、Twitter を用

いた当システムの仕様は全国の自治体では初の取組となる。 

 Twitter を用いることで、拡散機能により通報内容を広く情報共有することができる。また、通報

者だけではなく、第三者からの様々な反応も確認できるため、システムを改良する際の参考にな

る。 

 

 

７ 取組の効果・費用 

【取組の効果】 

～平塚市として～ 

 従来の通報手段では、不明確であった通報箇所や破損状況が写真とＧＰＳ機能の活用により把握

できるため、危険度の判断など事前の状況把握や迅速な対応ができるようになった。 

 通報に対する作業完了を、都度、写真を貼付し公式 Twitter カウントで報告することにより、通報

者や第三者にも通報内容の進捗を周知できるようになった。 

 本取組に対して、市内・外の方からも「住んでいる自治体でもやってほしい」「迅速に対応してい

る」「写真とデータが送れるので状況が正確に伝えられる」などの反応があった。 
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～通報者として～ 

 スマートフォンから手軽に通報できるようになった。また、通報内容も大まかにパターン化した項

目（例：『道路の陥没・穴埋め』『カーブミラーの破損』など）から選択できることや、写真とＧＰ

Ｓ機能の活用による通報箇所の破損状況と正確な位置情報から、通報者の説明する負担が軽減さ

れた。 

電話・窓口・ウェブサイトを経由したメール等の場合（通報開始から通報終了まで平均２０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みちれぽの場合（通報開始から通報終了までおおよそ３分） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 『みちれぽ』の地図データに、通報内容ごとに色別したポイントを表示することで、誰でも市

内の通報状況が一目で分かり、通報箇所などの内容を知ることができる。 

 通報内容は『受領・対応中』『対応済』『通報内容不明』と経過が表示されるため、上記と同様に誰

でも対応状況を確認できるようになった。 
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８ 取組を進めていく中での課題・問題点（苦労した点） 

 『みちれぽ』の設計・開発にあたり、誰もが利用しやすい操作方法が課題であったが、東海大学

の他、庁内職員からも協力を得られたことで、誰でも利用しやすい操作性を実現することができ

た。 

 通報の際に個人の Twitter アカウントが必要となるため、通報者に偏りが出ていたが、『みちれ

ぽ』の利便性を周知することで、導入当初より幅広い方からの通報につなげることができた。今

後も更なる利用者の増加に向けて、引き続き広報活動に努める。 

 東海大学と連携して進めるにあたり、通報者から収集する情報の選定や仕様の協議に時間を費や

したが、それにより内容が精査され、双方にとって有益なシステムにすることができた。 

 

 

９ 今後の予定・構想 

 普及促進のため市役所庁舎内や各公共施設、東海大学構内やイベントでポスターの掲示やリーフ

レットの配布をしている。新たな利用者拡大に向けた取組の一つとして、令和２年６月から市内の

タクシー協会に加盟している全８社の運転手に『みちれぽ』の利用をお願いするとともに、タク

シーの乗客に啓発物品の配布を依頼している。 

 利用者に対応状況を伝える際、『受領・対応中』『対応済』『通報内容不明』と表示されるが、以前

より通報後に進捗状況の問い合わせがあるため、今後は『検討中』『準備中』『引継ぎ済み』などの

新たな項目を増やし、今まで以上に対応状況を丁寧に周知することや、通報者が困らないように撮

影アングルの例を表示するなど、より利用しやすい仕組みとなるよう改善を進める。 

 他自治体からも多数問い合わせを受けており、東海大学は今後、システムを販売する計画がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タクシーの乗客に配布する広告入りのポケットティッシュ 



8 

 

 

１０ 他団体へのアドバイス 

生活する上で必ず利用する道路は、市民から通報を受ける機会が多いと思われる。その中で同じよう

に生活に身近なスマートフォンを利用し、写真やＧＰＳ機能の活用から通報箇所の破損状況や正確な

位置情報が把握できることで、市民及び行政の負担を軽減した通報の発信と受信ができる。 

さらに、Twitter を用いることでより多くの人たちに通報内容と行政の取組を発信することが可能

である。 

ぜひ、新たな通報手段としてご検討いただきたい。 

 

 

 

 

 

１１ 取組について記載したホームページ 

 平塚市道路通報システム『みちれぽ』 

https://michi-repo.jp/ 

 平塚市ウェブサイト 

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/machizukuri/page61_00006.html 

 

 


